
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 AL サポート使用安全基準  
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 施工管理者用・・・安全のために  
 

 

アルミニウム合金製支保工 AL サポートは施工計画に従い、正しい使用方法で使った場合は

安全であり充分な強度を有するものですが、誤った使用をした場合重大な事態を招く恐れがあり

ます。また支保工は他の部分に問題がなくとも一ヶ所に破綻を来たした場合、連鎖的に全ての支

保工が倒壊し、大きな事故につながる可能性もあります。必ず使用基準に基づいた正しい使い

方をして下さい。 

 本基準はプレキャスト複合コンクリート工法に使用する基準です。デッキプレートに使用する場

合は「デッキプレートに使用時の付加基準及び解説」に従って下さい。 

 

 サポート本体関連  

 

１－１ 鉛直の組立て 

サポートは鉛直に組立てること（ X 方向 ・ Y 方向とも ）。 

１－２ 水平つなぎ及び斜材 

水平つなぎはX方向・Y方向とも設置すること。水平つなぎはφ４８．６単管・ＡＬサポートつなぎ

クランプ・φ４８．６用クランプ（兼用クランプ含む）を基本とする。方法は以下による。 

 

A.  水平つなぎの端部を壁・柱またはその型枠に当てる。２以上の単管を自在クランプで重ね

合わせる或いはジャッキベースを併用する等、端部を確実に当てること。（図） 

B. 構造体の壁がない場合等は斜材を X 方向・Y 方向とも設置すること。また斜材の下端は下

のスラブに当てること。スラブに当てることによって変位防止の効果が向上します。（図） 

C. スパンクリート・バリアックス等の中間支保工ピッチの大きなＰＣスラブを受ける場合（隣接

するサポート列と単管で連繋することが困難な場合）は中間サポート列に下図の要領で

斜材を設置すること、または同等の効果のある変位防止措置を取ること。 

D. ＣＳキャッチを用いてＡＬサポートをＨ＝９００ｍｍ以上の高さのあるＲＣ手摺に固定する場

合は水平つなぎは不要とする。 

E. ＣＳベースを用いてＡＬサポートをＲＣ手摺上より組立てる場合は水平つなぎを設置するこ

と。 

 

 

 

 

 




